
高齢者等緊急見守りシステム整備事業について 

 

○事業内容 

 利用希望者は、役場に申請書及び協力員承諾書を提出します。(協力員とは現地確認をしていただく近所の方か民生委員さん等です。) 

利用希望者に、緊急通報装置・人感センサ－・ペンダント型送信機を貸し出ます。 

 ・体調が悪くなったら、緊急通報装置またはペンダント型送信機の緊急ボタンを押せば、緊急相談センタ－へ緊急通報が入ります。 

  緊急相談センタ－は、状況確認をおこない、状況に応じて協力員への現地確認の依頼や消防署への出動要請をおこないます。 

 ・利用者に対し、緊急相談センタ－から月１回電話による安否確認をおこないます。相談ボタンを押せば、健康相談や悩み事について 

  相談できます。 

 ・災害等が発生した場合は、利用者に対し、緊急相談センタ－から安否確認をおこないます。 

 ・人感センサ－を利用者宅に３か所取り付け、人が発する熱の動きを感知し、動きが一定時間感知できない場合は、緊急相談センタ－ 

  へ自動通報します。利用者に状況確認をおこない、状況に応じて対応をおこないます。 

 ・人感センサ－のデ－タ－を親族の方などがパソコンで見ることができます。 

 

○貸し出す機器 

緊急通報装置           ペンダント型送信機           人感センサー 
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